
　こうやって、再び荒川区・墨田区の地で捲土重
来を期してみなさまの前に立つことを決意いたし
ました。木村たけつかでございます。
　昨年の総選挙では、みなさまの力強いご支援と
激励と叱咤を頂き、誠にありがとうございました。
しかし、私の力が及ばず議席を得ることができま
せんでした。
　落選後、小さなことから一つ一つを丁寧に振り
返り、反省し、熟慮して参りましたが、やはりす
べては私の努力不足、力量不足だったことを痛感
しております。そして、改めて政治家人生への覚
悟を自分自身に問い直し、捲土重来を期すことを
心に誓った次第です。
　省みますと、私にとって１期３年３ヶ月、ひた
すら貫き通して肝に銘じてきたことは「政権交代

でみなさまにお約束した理念と政策を次の総選挙
までの間ブレずに守り抜く」ことでした。頑固と
言われようが、無器用と言われようが、「約束を
守る」ことが選挙における民主主義の基本だと信
じているからです。
　たとえば「消費税」にしろ「TPP」にしろ、社
会の変化や時代に応じて政策としての価値観は変
わっていくと思います。
　しかし、国民生活を第一に考え、国民も納得し
た上で政策を進めていくためには、当たり前のこ
とですが、まず身を切る、まず行財政改革を断行
して政府の無駄を徹底的にあぶり出す、官僚主導
から政治主導の政治へ変える…。そうした環境整
備がまずは先であることは言うまでもありませ
ん。民主党はそれをみなさまに約束し政権に就か
せていただいたのです。私は、すっかり変質した
民主党の中で抵抗勢力と言われようとも頑なにそ
れを訴え続け、そして離党して「国民の生活が第
一」に場所を移し、「日本未来の党」で戦い、敗
れました。
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　こうしたことから、私には二つの重大な責
任があり、責めを受けなければならないと思っ
ています。一つは政権交代の期待に応える民
主党をその一員でありながら作れなかったこ
と。二つ目は今回の努力不足による敗戦です。
　この二つの責めにどう応えるべきか─。そ
れはやはり、もう一度国会議員として一から
出直し、初心に帰って、みなさまの幸福のた
めに、日々の生活のために人生をかけること
しかないと決意した次第です。
　人情の町、生活者の町、額に汗して頑張って
おられる中小経営者の方々の町。それがこの荒
川区・墨田区という東京の下町です。下町には、
いまの日本が抱えるすべての問題があります。
少子高齢化問題、安心できない将来の福祉政策、
不公平な税金の仕組み、景気回復の実感すらな
い中小企業問題…。私は、この下町の代表とし
て国政の舞台に立ち、立法や仕組みを改革する
ことでこれらの諸問題の解決を目指します。そ
れがひいては、日本の重要な政治課題を同時に
解決することになると思います。
　私自身も、この町の中に、生活者のみなさま
の行き交う駅頭や街角や道路わきにもう一度こ

の足でしっかり立って、一人一人とお話をさせ
ていただきながら、みなさまの幸福のために何
が必要なのかを学び、そして再び国会議員に
チャレンジするつもりです。
　私の訴えに、わずかな時間でも耳を傾けてい
ただければ幸いです。そして、厳しい提言もい
ただければ幸いです。一人一人の有権者のみな
さまとしっかり話をさせていただき、一つ一つ
前へ進んでいく覚悟です。
　どうぞよろしくお願いいたします。


